
 

 

令和４年度 学校総合評価 

 

６ 今年度の重点課題に対する総合評価 

これまでの授業改善に係る実践研究の成果をベースに、より一層の教員の指導力向上を図るとともに、学習のみ

ならず、学校生活全般にわたって主体的・協働的に活動できる生徒の育成に努め、生徒の多様な進路実現を着実に

支援する指導の改善・充実に重点的に取り組んだ。また、本校が育てたい生徒像（小杉高等学校グランドデザイン）

に基づいて、生徒の自己評価（小杉高等学校Graduation Policy）も行った。 

 

（１）基礎基本の徹底 

将来の社会生活の基盤となる基本的な生活習慣の定着や、生活時間の自己管理能力の向上等の育成を重点とし

て取り組んだ。1年間皆勤の生徒のはいるものの、天候や環境の変化、先を見越した余裕を持った主体的な行動が

とれるようになるには、まだまだ改善の余地があると思われる。毎日生徒自身が行ってきた「健康セルフチェッ

ク」は生徒自身が自己の体調管理をするために役立っており、「スマホの長時間使用」を見直している生徒も多

い。また、生徒会執行部と自律委員会、保健委員会が中心となり、スマホ使用についての統一ＨＲを実施した。

今後も、生徒自らが自分の生活や行動を振り返り、適切な行動を考えていくという態度を醸成していきたい。 

 （２）実効性のあるキャリア教育の推進 

        ３年間を見通したキャリア教育を計画的、継続的に行い、職業観や就業観を育み、進路意識の向上に努めた。 

上級学校訪問、大学学部学科調べ、職業研究、２年次進路研修、社会人班別講話等を実施し、１，２年生の８割

以上の生徒が「進路選択の参考になった」と答えている。３年生も７割以上の生徒が「進路決定先に満足してい

る」という結果であった。 

（３）多様な進路実現に向けた学習機会の充実  

授業では、タブレット等のＩＣＴ機器を日常的に活用している教員が６割以上となり、生徒に主体的に考

えさせるアクティブラーニング型の授業が定着している。また、学校行事やホームルーム活動、委員会活動

も、生徒会役員やクラス委員を中心に主体的に行う機会となり、自己達成感を持つ生徒が全校生徒の９割以

上であり、生徒にとって進路実現に向けた学びの機会となっている。 

（４）教員の指導力・学校組織力の向上 

今年度も引き続き、授業公開ＷＥＥＫ（互見授業）やＩＣＴ機器活用や授業方法に係る研修会等を実施し、全

教科連携のもとＩＣＴ機器を積極的に取り入れるとともに、グループ活動やプレゼンテーションの機会を積極的に

取り入れ、生徒が自らの考えや意見を相手に分かりやすく伝えようと工夫する積極的な授業改善が引き続き行っ

た。 

 

７ 次年度へ向けての課題と方策 

本年度は、「小杉高等学校グランドデザイン」を基に、各教育活動を通して、「身に付けさせたい８つの力（①実

践力・②協働力・③探究力・④発信力・⑤創造力・⑥自主性・⑦人間関係形成能力・⑧自己管理能力）」を明確に

し、その中で「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに向かう力、人間性」の育成と涵養に努めてき

た。しかしながら、まだ自ら課題を見つけ、深く思考し、仲間と果敢に解決に立ち向かう生徒の育成には課題が

見られる。次年度も引き続き、全教職員で共通理解を図りながら取り組んでいく必要がある。 

 

 












